
令和４年度  森林環境譲与税の使途  

新見市  

R4 実施事業  内訳  

No 事業  
事業費  

(千円 ) 

１ 新特産品開発事業   

新見産材を使用した木のおもちゃの開発研究を行うもの。 

500  

２ 新たな森林管理システム構築事業  

哲多地区において意向調査を実施  →回答率 77 .4%  

回答 ：48 名 113 .67ha  215 筆 （調査数 ：62 名 140 .24ha 265 筆 ） 

神郷地区 （油野を除 く）において、集積計画 （案 ）作成  

6 名  16 筆  15 .06ha  

9 , 308  

３ 木質バイオマス利用促進事業  

1)森林所有者補助金  500 円／t  

→搬出量 36 ,704ｔ   事業費 18 ,478 千円   

2)作業道開設補助金  500 円／m 又は 2,500 円 /ｔ  を乗 じたど

ちらか低い額  

→作業道開設延長  30 ,118ｍ  事業費 14 ,289 千円  

32 ,767   

４ 担い手育成事業  

林業従事者の確保育成に向けた取組。 

→1/7 開催  晴れの国おかやま林業就業ガイダンス 新見ブース

への相談 7 名  

223  

５ ウッドスタート事業  

新見産材を使用した木のおもちゃの製作及び利活用により木育

を推進するもの。 

→新見ピオーネつみき配布数  102 名  

新見千屋温泉木育コーナー整備  

2,951  

 

６  森林整備事業  

①造林促進補助金  100 円／本   

→本数 224 ,193 本   面積 86 .5ha  事業費 22,420 千円  

②森林整備補助金  180 千円／ha → 実績なし 

③新見市木材生産向上支援事業  

高性能林業機械の中古機械購入に係る経費の 1/3 を補助  

(上限 5,000 千円 ) →15 件  38 ,141 千円  

60 ,561          

７  林道 ・作業道災害防止用原材料支給事業  

災害防止に係る原材料を支給するもの。 

→16 件 2,883 千円  

（林道 8 件 1,398 千円 、作業道 8 件 1,485 千円 ） 

2 ,883  

 



No 事業  
事業費  

(千円 ) 

８ 

 

新見産材のぬくもりを活かした家づくり支援事業  

1)新   築 500 千円 (定額 ) → 13 件  

2)増改築 300 千円 (上限 ) → 実績なし 

9 ,100  

９ 哲多認定こども園整備事業   

木材使用量  梁 ・柱 ・垂木等        115 ㎥ 

床材 ・下地 ・野地板等  427 ㎡ 

35 ,000   

10  大佐総合センター芝広場整備事業  

ウッドチップの敷設  使用量  6 .67ｔ  

67   

合計  153 ,360  

  

Ｒ４森林環境譲与税配分額  138 ,432  

Ｒ４豊かな森のぬくもり基金繰出額  14 ,928   

Ｒ４年度末豊かな森のぬくもり基金残高  75 ,758   

 



□ 事業内容
１ 森林所有者への意向調査の実施及び経営管理権集積計画（案）の作成

• 新見市哲多地区の私有林140.24a(265筆、62名）の森林所有者を対象に、
今後の森林経営管理の意向調査を実施。

• 新見市神郷地区（下神代、釜村、高瀬地内）において、令和2年度に実
施した意向調査の結果、市へ管理・経営の委託を希望した者（52名）
に再度意向確認を行い、経営管理集積計画（案）を作成。

【事 業 費】9,308千円（全額譲与税）

【実 績】（意向調査）

回答者：48名 113.67ha 215筆（77.4％）

うち、市に委託を希望 15名 27.00ha 64筆（31.3％）

（経営管理権集積計画（案）作成）

回答者：47名 146.28ha 194筆（90.4％）

うち、市に委託を希望 6名 15.06ha 16筆（12.8％）

 本市は岡山県の最西北端に位置し、全域が中国山地の脊梁地帯に属する起伏の多い地形で、総面積のうち、約68,000haを森林が占めて
いる。過疎化や高齢化が進み林業労働力も減少する中、継続的な森林整備を行い、将来を見据えた森づくりを推進する。

 令和４年度においては、以下の取組を実施した。

• 森林経営管理制度に基づき、新見市哲多地区における意向調査及び神郷地区（下神代、釜村、高瀬地内）における経営管理権集積計
画（案）作成を委託により実施した。

• 皆伐後の市内山林に植栽した事業者に補助金交付を行う、「新見市植林促進事業」を実施した。

• 過疎化や高齢化などによる林業労働力の減少対策として、高性能林業機械の中古機械等の購入に対する補助金の交付を行う「新見市
木材生産向上支援事業」を創設・実施した。

• 豪雨・長雨災害等による路面洗堀防止のために行うコンクリート舗装や排水施設の充実に係る原材料を支給した。

令和４年度 森林環境譲与税の使途森林整備

2 新見市植林促進事業

• 植林を行った事業者に対して、100円/本を補助

【事 業 費】22,420千円（全額譲与税）

【実 績】 植栽本数 224,193本

（ヒノキ：199,621本、スギ：11,440本、他：13,132本）

3 新見市木材生産向上支援事業

• 高性能林業機械の中古機械購入に係る経費の助成

（補助率1/3 上限5,000千円）

【事 業 費】38,141千円（全額譲与税）

【実 績】 中古機械 15台 支援

４ 林道・作業道災害防止用原材料支給事業

• 路面洗堀防止のために行うコンクリート舗装や排水施設の充
実に係る原材料を支給

（上限200千円）

【事 業 費】2,883千円（全額譲与税）

【実 績】 林道 8件

作業道 8件



□ 事業内容
１ 担い手育成事業

• 就職ガイダンスの参加など実施。

【事 業 費】223千円（全額譲与税）

【実 績】就職ガイダンス：令和5年1月7日（勝央町）

参加者16名 新見市への相談者7名

 本市は過疎化や高齢化が進み林業労働力も減少する中、若者を中心とする林業の担い手を確保・育成することが重要な課題となってい
る。また、新見産材の需要拡大と木工分野の活性化を図るため、木の好きな人を育てる「木育」の推進を行っている。

 新見バイオマス発電所が令和2年5月に本格稼働したことに伴い、バイオマス燃料である未利用材の安定供給を推進している。

 令和４年度においては、以下の取組を実施した。

• 市内の林業事業体で構成する「新見市林業担い手対策協議会」において、就職ガイダンスの参加や事業体パンフレットの更新を実施。

• 市内木育推進団体へ新特産品開発事業を委託し、開発の計画・検討を実施した。

• １歳６ヵ月児健診時に、誕生祝い品として、地産地消による木のおもちゃを配布。

• 未利用材の安定供給と森林整備の促進を目的に、市内チップ工場に未利用材を搬出した森林所有者に対する搬出補助、また、作業道
を開設した場合の開設補助などを実施。

• 市内公共建築物等の整備の際に、新見産材を使用。

令和４年度 森林環境譲与税の使途担い手育成・木材利用・普及促進

2 新特産品開発事業

• 新見産材を使用した木のおもちゃの開発等を事業体へ委託。

【事 業 費】500千円（全額譲与税）

【実 績】 プロジェクトスタッフ会議開催、試作品開発。

4 木質バイオマス利用促進事業

• 新見市林地残材搬出促進作業道開設事業

（作業道開設500円/ｍ、林地残材搬入2,500円/ｔいずれか低い額）

【事 業 費】14,289千円（全額譲与税）

【実 績】 作業道延長：30,118ｍ 搬入量：15,326ｔ

• 新見市木質バイオマス安定供給事業

木質資源安定供給協議会が実施する森林所有者等に対する出荷促進

（木材出荷500円/ｔ）

【事 業 費】18,478千円（全額譲与税）

【実 績】 出荷量：36,704ｔ

3 ウッドスタート事業

• 誕生祝い品として、1歳6ヵ月児に木のおもちゃを配布。

【事 業 費】2,951千円（全額譲与税）

【実 績】 配布数 102人（セット）

５ 木造公共建築物等の整備

• 哲多認定こども園の建材として、新見産材を使用。

【事 業 費】359,861千円（うち35,000千円譲与税）

【実 績】 使用量 梁・柱・垂木等 115㎥

床材・下地・野地板等 427㎡

• 大佐総合センター芝生広場へウッドチップを敷設。

【事 業 費】67千円（全額譲与税）

【実 績】ウッドチップ使用量 6.67ｔ


